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1．背景と研究目的 

酸化ルテニウム(RuO2)は，化学的に安定かつ金属的

な電子伝導性を有しているだけでなく，電位掃引時に

大きな擬似容量を示すことが知られている 1。この大

きな擬似容量を示す要因として，水分子もしくはプロ

トンが表面に吸着/脱離することで Ru 原子の価数変

化が生じることに由来すると考えられている 1。しか

しながら，その価数変化を直接的に捉えた報告例は少

ない。これは，大きな擬似容量を示す RuO2は水和し

ており，中長距離間秩序が大きく乱れている事が一端

となっている。そこで，我々は，従来の水和 RuO2で

はなく，長距離間秩序を維持し水和層も形成している

RuO2 ナノシートをモデル材料として，電位ステップ

時の Ru の価数変化を調査した。 

 

2．実験内容 

RuO2 ナノシートは，既報 2 に従い調製した。調製

したRuO2ナノシートをグラッシーカーボン板に滴下

し，in situ XAFS 用の電気化学測定用セルにセットし

た。XAFS 測定は，BL5S1 にて Si(333)を用いて単色

化された X 線を使用した蛍光法にて行った。このとき，

検出器に 19 素子 SSD を使用した。In situ XAFS 測

定を行なう電位は，酸化還元電流が観察される 390 

mV と 535 mV に加え，二重層容量が明らかに異なる

0 mVと800 mVの計4点とし，0 mV 535 mV 800 

mV 535 mV 0 mV の順で電位をステップさせた。 

 

3．結果および考察 

各電位ステップ時における Ru K 端付近におけるス

ムージング処理後のXANESスペクトルをFig. 1に示

す。また，各電位と Ru K 端エッジジャンプの半値エ

ネルギーの関係を Fig. 2 に示す。Ru の価数は，電位

の上昇下降に連動して増減した。しかし，この価数変

化は，少ないと予想される。 
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Fig.1 電位ステップ時における Ru K 端付近
におけるスムージング処理後の XANES スペ
クトル 

Fig.2 各電位とRu K端エッジジャンプの半値エ
ネルギーの関係 


